ポール・クローデルと奈良 by 谷口 薫
はじめに
『繻子の靴』『火刑台上のジャンヌ』などの作品
で愛され，２０世紀前半のフランスを代表する詩人・
劇作家であるポール・クローデル（１８６８‐１９５５）は，
弱冠２２歳で外交官となって以来６７歳で引退するまで，
優れたキャリア外交官として活躍した人物でもあっ
た。このクローデルが，外交官の中でもほんの一握
りのエリートしか至ることの出来ない「フランス大
使」という最高位の要職に任命されて，１９２１年から
１９２７年まで大正末期の日本に滞在している。彼の外
交官としてのキャリアの中で，日本への駐在期間は
決して長いとは言えないが，きわめて濃密なもので
あった。
精力的に活動したこの詩人大使の日本滞在につい
て語られる際によく取り上げられる地は，大使公邸
のあった東京や，大使館保養施設があった日光，そ
して関西であれば関西日仏学館が開かれた京都が多
い。これはクローデルが京都を好んで訪れ，積極的
に寺社庭園をめぐり，能や歌舞伎を見物し，京都画
壇の画家たちと親しく交流したことを考えれば当然
のことであろう。しかし，彼の詩作や創造性に大き
なインパクトを与えた日本の地として，クローデル
が京都と併せて好んで訪れた，奈良のことを見逃す
ことは出来ない。本論は，クローデルの奈良への足
跡を追いつつ，奈良の旅がこの偉大な詩人駐日大使
にもたらしたものを考える試みである１。
クローデルが日本によせた関心―姉カミーユとジャ
ポニスムという背景
実はクローデルにとって日本は若い時から憧れの
国であり，そもそも日本に行きたくて外交官試験を
受けたと言われている２。そうした日本への関心は，
彼の姉であり，類まれな才能を発揮しながら次第に
精神を病み不遇の後半生を送った天才彫刻家カミー
ユ・クローデルの影響が大きい。一九世紀中頃の万
国博覧会への出展などをきっかけとして，ヨーロッ
パでは日本美術（浮世絵・工芸品など）への関心が
高まり，いわゆる「ジャポニスム」と呼ばれる一大
ブームが起きて，西洋の芸術家たちに大きな影響を
与えた。とりわけフランス美術界ではその傾向が顕
著であった。赤い着物を羽織り扇子をもつ少女を描
いたモネの「ラ・ジャポネーズ」（１８６６‐６７年）や，
ゴッホが背景に浮世絵をいくつも描いた「タンギー
爺さん」（１８８７‐８８年）などが，ジャポニスムの影響
が明確に表れている作品として思い起されよう。カ
ミーユは１８８３年１９歳の時にロダンに弟子入りしてい
るが，彼女が精力的に創作活動をしていた２０代から
３０代にかけての時期は，フランス美術界がまさに
ジャポニスムの大きな熱狂に包まれている時期で
あった。若く元気だった姉カミーユに北斎や歌麿の
世界を紹介され心を奪われ日本に行くことを夢見た
４歳年下の弟がポール・クローデルであった３。エ
コール・ポリテクニックに通い，１８９０年に外交官試
験に首席合格したクローデル青年は，当然日本への
赴任ポストに何度も応募するが，超スピードで近代
化し清国を倒して極東の重要国になりつつあった日
本への赴任はなかなか実現しなかった。仕方なく駐
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上海副領事の提案を受け入れたクローデルは中国に
赴き，副領事や領事として重要な交渉をいくつも成
功させ１４年にわたる中国駐在を務めた。この中国赴
任中の休暇時１８９８年にクローデルは初めて訪日を果
たし，京都・日光などを旅行した。
アメリカ，アジア，ヨーロッパ，南米の各地に赴
任し，経済分析を得意とする優秀な外交官としての
活躍したことだけでも特筆に値するが，クローデル
が並外れているのは，その外交官の任務をこなしな
がら同時に文学的創作を継続的に行ったことである。
実際，クローデルは各国赴任中に多くの劇作品や詩
集を執筆する。『東方所観』は中国での見聞や雑感
をまとめた散文詩集である。また，前任地ブラジル
で書きためた詩をまとめた詩集『聖ジュヌヴィエー
ヴ』の刊行のために挿絵画家を探していたことが，
後でふれる冨田渓仙との出会いに結びついた。
そうしてようやく日本大使を命じられて着任した
のが，１９２１年１１月，クローデルが５３歳の時である。
途中休暇による帰国などを差し引くと，１９２７年２月
まで，計四年半ほどの大使駐在であった。日本滞在
中も，忙しい公務の合間に，『江戸城内濠十二景』『朝
日の中の黒鳥』など次々に詩作や評論に取り組んだ。
クローデルと百扇帖
クローデルは大使として日本滞在中に日本の芸術
家たちと積極的に交流し，そうした交友から多くの
作品が生まれたが，その最大の実りの一つが『百扇
帖』という詩集であろう。
この作品は，最初に『四風帖』『雉橋集』という
詩画扇集として出され，さらに翌年に『百扇帖』と
いう詩集として，形を変えて何度か出版された経緯
がある。
長期休暇を経て帰任した１９２６年春，クローデルは
それまで日本で書きためてきた俳句風の短唱詩の中
から，いくつか選んで画をつけてくれるように交友
のある冨田溪仙に依頼した。両者の合作として詩画
扇集を出すことを企てたのである。クローデルが準
備したのは１７０首ほどの短唱詩である。そのうち四
季の４首に溪仙が画をつけて送り返すとクローデル
はそれにフランス語の詩をしたため，それが１０月に
『四風帖（Souffle des quatre souffles）』として山
濤書院より出された。その四枚にクローデルの筆書
きの詩を十六枚，渓仙の画を十六枚足して三十六枚
に増やして含めて１２月に再び出版されたものが『雉
橋集（Pomes du Pont-des-Faisans）』（日仏芸術社）
である。この作品は２４０部刷られたが，うち４０部は
多色刷りの版であった４。雉橋集の名は，大使館の
あった雉子橋にちなんだものである。
クローデルが転任して離日した後の１９２７年，ク
ローデルの自筆の詩１７２首を，扇面印刷ではなく，
右から左へと見開いていく経本仕立ての折本にして
印刷したものがメゾン小柴から『百扇帖（Cent
phrases pour ventails）』として発行された。題字
の選定は，クローデルと親しかった仏文学者山内義
雄が行った。クローデルの依頼は，各短唱詩の説明
になり過ぎない装飾的な二文字をそれぞれに選んで
くれというものだった。依頼を受けた山内は，吉江
喬松に助けを借りて題字を選び，最終的に書家有島
生馬がしたためた５。
この『百扇帖』は，クローデルなりに俳句をまね
した試みであるが６，極めて独創的な詩集である。
本文は見開き三段に仕切られていて，その各欄に，
クローデルによるフランス語の短詩を，クローデル
自身が墨をすって筆で書いている。これらの詩はフ
ランス語の厳格な綴りや統辞法や文節上の切れ目な
どを無視して，表意的なイメージを膨らませた実験
的な散らし書きで書かれており，そこに日本語の漢
（図１ 『四風帖』。奈良の長谷観音が詠われてい
る。冨田渓仙の扇画）東京大学総合博物館デジタル・
ミュージアムより
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字の題字が組み合わせてある。こんなフランス語の
詩は見たこともないもので，ルネッサンス以来のフ
ランスの詩の歴史上，最も沈黙に近づいた画期的な
詩だと芳賀は述べている７。
冨田渓仙との友情
上で見てきたように，『百扇帖』は扇画との共作
から生まれた作品であるが，その共同制作者となっ
た冨田渓仙とはどのような作家であったのだろうか。
本稿の冒頭でも既に触れたように，クローデルは
京都画壇の画家たちと非常に親しく交わった。そう
した交流の成果として，当時京都で最も著名な大作
家であった竹内栖鳳と山本春挙の見事な水墨画がク
ローデル在任中にリュクサンブール美術館に寄贈さ
れた。クローデルの尽力の結果，二人に対してレジョ
ン・ドヌール勲章が授けられている。クローデルが
駐在した大正末期の日本は，東京には横山大観や岸
田劉生が，関西には竹内や山本がいて，国画創作協
会が新展開をするなど，歴史に名を残す大作家が大
いに活躍した時代であった。
しかし，その中で，クローデルが最も親しくつき
合い，互いのその後の創作に決定的な影響を与える
ような深い精神的交わりを結んだのは冨田渓仙
（１８７９‐１９３６）であった。渓仙は，明治から昭和初
期に活躍した日本画家で，ポール・クローデルより
ひと回り年下の若い画家であった。日本画壇の異才
と言われ，古今の美術批評家がそろってその独創性
や特異性を彼の最大の特徴と見なしている８。渓仙
は狩野派・四条派に学んだが，それに飽き足らず，
日本各地はもとより台湾・中国南部を旅してその土
地の風土や歴史を研究し，仏画，禅画，南画を学ん
だり，西洋の宗教画の表現主義を取り入れたりする
など，いわゆる正統派の本流とは言い難い，独自の
作風を築いた画家であった。塩川は「渓仙芸術の異
色性は，日本画の伝統とか因襲，様式とか型を打ち
破り，自在に形をデフォルメさせて，対象が内在し
ている生命感を際立たせたこともその一つだろう」
と述べている（塩川 １９９６）。
クローデルは着任間もない１９２２年の日本美術院試
作展で渓仙の「西行桜」を見て感心し，仏文学者山
内義雄の紹介で画家と会い，すっかり意気投合した。
１９２３年にクローデルのリオデジャネイロ時代の詩篇
『聖ジュヌヴィエーヴ』が新潮社から刊行された時，
巻末に収められた『江戸城内濠十二景』に溪仙が画
をそえた。
二人の交友は，単に作家と挿絵画家の関係を超え
て，芳賀が「日仏詩心の交遊―まさに雅会とも呼ぶ
べきで…」とか「日仏詩画の雅交」などと表現する
ような，互いの詩境画境が響き合う稀有な友情に支
えられたものであった（芳賀 ２００２：９５，１００）。渓
仙はクローデルが来日する少し前の１９１９年に嵯峨野
の大堰川河畔の渡月橋近くに画室を構えて移り住ん
だ。画家とはいえ私人の個人宅に過ぎないこの嵐山
の草庵を，クローデルは四年余りの在任中５，６回
は訪ねている。クローデルが訪れると渓仙はお茶を
立て，眼前の川の流れや嵐山を眺めたりしながら（通
訳を介して）語り合ったそうである。１９２３年４月に
は，随員も通訳官も伴わずに夜行のひとり旅で京都
を訪れ，東洋学・仏教学者レヴィと合流して渓仙宅
に赴き，「緑の苔のような茶」「樹液のような」茶を
立ててもらって作法に従って楽しんだことが，ク
ローデルの日記に記されている９。１９２６年７月に京
都を訪れた際にも，渓仙の小さな画室を昼に夫人や
娘と共に訪ね６時間余りを過ごしてから，都ホテル
の晩餐会に伴って夜の十時過ぎまで語り合い通訳を
困らせたというエピソードを芳賀が渓仙の書簡から
２a ２b
（図２a/b 『百扇帖』メゾン小柴。クローデル自
筆の詩に，題字が添えられ，経本仕立ての装丁）
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引いて紹介している（芳賀 ２００２：１０５－１０７）。
『百扇帖』の製作の時期に並行して，クローデル
が外交官として日本で行った最後の仕事の一つは，
渓仙に『神庫』という屏風画の制作を依頼し，先に
述べた春挙や栖鳳の作品と同じように，リュクサン
ブール美術館へ送らせたことである。当時の美術的
価値順位に従えば，栖鳳や春挙ほどの大家ではな
かった渓仙を，大使がいかに高く評価しその才能に
ほれ込んでいたかが窺える。次節で詳しく述べるが，
そうして海を渡った「神庫」に描かれたのは，奈良
の鹿と東大寺法華堂そばの手向山八幡宮の宝庫や経
庫であった（山本 ２００９）。
クローデルが詠んだ奈良，渓仙が描いた奈良
渓仙が描いた題材について述べる前に，まず『百
扇帖』に詠われたクローデルの詩について見ておこ
う。既に述べた通り，滞在最後の年，クローデルは
それまで日本で書きためてきた俳句風の短唱詩に溪
仙の画をつけて，両者の合作として詩画扇集を出す
ことを企てた。詩の内容を見ると，『百扇帖』には，
奈良と大和国長谷寺をモチーフにした詩が最も多く，
ついで大使館別荘のあった日光や京都が詠われてい
る。
この詩集に奈良と大和長谷寺が多く詠われたのは，
この年の春のクローデルの旅によるところが大きい。
１９２６年４月２８日～５月１０日までの二週間ほど，ク
ローデルは娘レーヌを伴って，宮島，岩国，神戸，
大阪，奈良，初瀬（桜井市），伊勢をめぐる公務を
兼ねた旅に出た。岩国で錦帯橋を見物し，神戸の財
界人に会い造船所を見学し，大阪に回って文楽と歌
舞伎を見物したクローデルは，５月６日奈良で御陵
を見た後，初瀬にある真言宗豊山派の総本山大和国
長谷寺を訪ねた１０。「花の御寺」として名高い長谷寺
は，ちょうど牡丹の花盛りの時期で，クローデル
は，１５０種類７０００株以上と言われる牡丹が咲き誇る
さまを目の当たりにして真に心が震えるような喜び
を味わったのだろう。『百扇帖』の１７２首の短唱詩の
うち，牡丹を詠ったものは１６首にものぼるが，全て
長谷寺の牡丹を詠ったものだと言われている（中山
１９８３）。なかでも，第十八首「わが地の涯より来た
りしは初瀬寺の白牡丹 そのうち一片淡紅の色を見
んがため」は，クローデルの書簡によると長谷寺の
僧侶に頼まれて書いた詩であり，ほぼそのままの形
で詩集に収められた１１。
もちろん，クローデルは牡丹だけを眺めたわけで
はない。長谷寺の本尊は国宝の十一面観音菩薩立像
であり，国宝・重要文化財指定の木造彫刻の中では
最大のもの（１０．２m）である。『百扇帖』の第一〇
六首では，この観音様が次のように詠われている「ふ
とくきよらな一本の御柱 たちまち暗き葉陰に隠れ
給ふ 長谷寺の観音よ 金のお御足のみを見せ給
ひ」。この詩から明らかなように，クローデルは本
堂の下まで見学して，普段は公開されていない菩
像のお御足を見て，観音信仰の奥深さ，人々の信仰
心の篤さなど，非常に象徴的なものを感じたようで
ある。この短唱詩は渓仙によって最初に画がつけら
（図３：『神庫（試作）』１９２６年 個人蔵，フラン
スに送られた完成作とは多少構図や彩色が異なって
いる。『京都国立近代美術館 ポール・クローデル
と京都画壇 解説パンフレット』クローデル後５０年
記念企画委員会より）
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れた四首のうち一首となった（図１）。
帰京後，クローデルはすぐさま詩画扇集の準備に
取りかかった。山内義雄が『百扇帖』の解説に書い
たところによれば，まず，扇画の画題を渓仙に自由
に選んでもらうために，クローデルはそれまで書き
溜めたものも合わせて１７０首ほどの短唱詩をほんの
数日間で整えたと言う。それに山内が訳をつけて京
都に送り，渓仙が感嘆して春夏秋冬の四枚の絵を
送ったものに，クローデルがフランス語で詩を筆書
きして出したものが同年１０月には『四風帖』として
発行された。一か月余りの後に，クローデルの詩扇
十六扇，渓仙の扇画十六扇がさらに加えられ，三六
扇に増やして『雉橋集』が，さらに翌年２月にクロー
デルの準備した全ての詩が『百扇帖』として出され
たことは既に述べた通りである。
一方で，渓仙も，こうしたクローデルとの共同制
作と前後して，奈良を精力的に描くようになってい
く。『江戸城内濠十二景』『四風帖』『雉橋集』といっ
た詩集には，奈良の藤や鹿，長谷寺の観音や牡丹の
画が添えられたが，これらの挿絵画を除いても，ク
ローデルとの出会いの頃から，渓仙は古都奈良を取
材したり描いたりすることが格段に増えていった。
「神庫」はもともと正倉院を主題として描かれたも
のであった。藤・鹿・神社仏閣といった奈良を象徴
するモチーフが，独特の躍動性と繊細さ，余情豊か
さをもって，渓仙の筆で描かれている。塩川は，「ク
ローデルの洗練された詩の世界は渓仙の画面に繊細
な洗練性を加味するというような影響を与えたよう
である。それまでの渓仙の筆致はかなり奔放で野趣
に富んだものであった。繊細な情感というものをク
ローデルから学び，画面をより艶麗なものへと次第
に変化させていったのではないか」と述べている（塩
川 １９９６）。また，クローデルとの交流は渓仙の作
品に「詩情の自覚」をもたらしただけでなく，日本
の風土の独特の美しさを強く意識させたと塩川も山
本も指摘する１２。写実的に描くことが重視されてい
た当時の日本画の世界で，あえて写生に凝り固まる
ことなく，日本の何げない自然や風景のもつ生命力
や豊かな叙情を，時に想像力で広げていきながらの
びのびと描く渓仙のスタイルが，クローデルとの交
流の時期に確立されていく。こうした渓仙の魅力は，
古都奈良のさまざまに見せる表情を，時に軽やかに
艶やかに，時に神秘的に幽玄に，クローデルと共に
詩情豊かに描き上げていく作業の中で誘い出されて
発現していったのである。
クローデルが日本を去った後，渓仙はまた別の方
向からも奈良との結びつきを一層深めていく。渓仙
の亡くなった父は，素麺製造業の老舗を切り盛りす
る実業家であったが，狂歌をたしなみ，万葉集の資
料を収集して研究した趣味人だった（山本 ２００９）。
この父の資料を受け継いだ渓仙は，万葉集の世界へ
の関心を深め，１９３０年代ごろから上京して佐々木信
綱に教えを請うなど熱心に研究するようになる。
ちょうど同じ頃から，渓仙はそれまで描いていた風
景画ではなく，花鳥画を描き出すようになる。こう
して深められた万葉の植物の研究が「万葉春秋」
（１９３６年）という晩年の代表作へと結実した。
渓仙とクローデルをつなぐもの―現実への共鳴と内
なる反響
これまで述べてきたように，クローデルと渓仙は
互いの詩魂画心が共鳴しあうように結びつき合い，
クローデルが去り遠くの異国に離れて暮らすように
なった後にも，それぞれ素晴らしい作品をいくつも
生み出し続けた。詩と画という表現方法が違っても，
二人の創作者の詩心画心がこれほどまでに響き合っ
たのは，目指しているものに共通点があったからか
もしれない。クローデルも渓仙も共に，現実を見な
がら現実以上のものを汲み取る才能に長けた芸術家
であった。
山内の紹介で初めて会った際，クローデルは皇居
の周囲を散策するいつもの散歩コースに渓仙を伴い
『江戸城十二景』の打ち合わせをしたが，二人は言
葉の壁を超えてすぐに意気投合した。クローデルが
電車の架空線で働く電線工を見て「花の中の蜂」「巣
の中に動く蜘蛛」と言い，これに対して渓仙は日本
の伝統的な美を破壊すると見られがちな無機質な文
明の利器さえもクローデルは意味の世界と見ようと
していると感嘆したというエピソードが伝えられて
ポール・クローデルと奈良
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いる（山本 ２００９）。また，やはりこの時，クロー
デルが木立ちの向こうに宮城の灯がまたたくのを見
て，濠の水に映る灯影は帝の船の灯りもあり，オデ
ン屋の屋台の灯りもあり，空の星の影もあると言っ
たのを聞いた渓仙は，後に，クローデルが「大自然
の平等観というような思想」をお濠の灯影に見てい
たと述懐している１３。人為も自然も高貴も庶民も分
け隔てなく灯りの影となって揺れている水面を二人
は並んで見つめたのかもしれない。渓仙は，最初の
邂逅から，目の前の外界の観察によって内面から詩
を汲み出すクローデルの姿勢に打たれ，また，目の
行きやすいきらびやかなものばかりではなく，小さ
い何ということのない事象からも詩を生み出すその
姿勢に共感したのであった。
クローデルは日本人の学生に対して行った講演の
中で，日本の芸術に通底する日本の美意識を次のよ
うに捉えて賞賛している。日本人には森羅万象と心
を交わす崇高の感情，「魂のうるおい」とよぶべき
ものがあり，日本の芸術家たちは，「…まさしくもっ
ともこわれやすい，もっともはかないもの，もっと
新鮮で言葉に表せないあの泉のおののきをいまなお
宿しているものを，一羽の小鳥や蝶を，いやさらに
はかない今まさに咲き開こうしている花を，散りか
けている一枚の葉を描いたのです。これら全てのも
のを芸術家たちは魔法の筆のひと打ちによって永遠
に生き永らえるものにさせたのです」（Claudel
１９２９）。日本に足を踏み入れて以来，精力的に名所
や神社仏閣をめぐり，俳句や和歌の研究にいそしみ，
日本の美術・芸術に深い関心を寄せたクローデルは，
この時期，現実から出発しつつも言葉に言い表しえ
ぬようなはかなきものの反響を自らの内側に丁寧に
響かせて詩を汲み出す作業にとりわけ敏感になって
いたのかもしれない。
ところで，クローデルが友人渓仙の才能の本質だ
と見なしていたのも，まさに，日本の自然の風土や，
そのうちにある無名の小さきものに共鳴し，その反
響の波紋を感じ取る「魂のうるおい」であった。ク
ローデルは渓仙に次のような賛辞を送っている「君
は，数ある色のうちよりそこに潜む内在の金色を抽
き出し，その金色をして夜より暗き滴一滴のうちに
凝縮すべきすべを知っていた」（芳賀 ２００２：１０８）。
つまり，渓仙は，他の人には見えない隠れた「内在
の金色」を見て取り，画のひと筆にこめることの才
能をもった画家だと詩人は言ったのである。確かに，
渓仙は，風景を題材として実景以上の情趣を描き出
す画家として高く評価されている。塩川は，渓仙が
水を描くことにこだわった「水の画家」と呼ばれた
ことに触れながら「…彼は水の中に己の生のリズム
を見いだした，否，そこから自身の生と同じ歩調の
リズムを創りだしたのである。水の流れや形を絵画
化することは，形も色も不定なだけに彼の内からど
んどん新しいものが生まれていったに違いない」と
述べているが，渓仙がただ水の動きを巧みに描いた
だけにとどまらず，その水のリズムのうちに自分の
言葉とでもいうべきものを挿入する才能をもってい
たことを指摘している（塩川 １９９６）。「水の画家」
は，形や色の定まらないものに形や色を与え，自分
らしいユーモアや趣を加えることが出来る画家だっ
た。現実をみつめ，自然をみつめ，けれども対象を
ありのままに描くのではなく，対象の本質がより顕
現するようなデフォルメをほどこして取り出す力を
渓仙のうちに認めたからこそ，クローデルは彼との
共作に夢中になったのだろう。
最後に指摘しておきたいのは，こうした両者の創
造的探究が，全く異なる背景から発しているものの，
どちらも宗教的な求道者あるいは信仰者としての厳
しさをうちに持つものではないかという点である。
クローデルが若い時に回心を経験しているのはよく
知られている。１９００年に一時帰国した頃には，聖職
者を志して，ソレーム修道院やリギュジェ聖マルタ
ン修道院に籠った時期もある。最終的に修道士にな
る道は諦めたが，信仰は彼にとって非常に重要な精
神的土台になっており，カトリック信仰をベースに
した作品も多く発表している。かたや渓仙は特定の
宗教に深く傾倒した様子は見られない。しかし，画
家として独立したばかりの模索の時代，渓仙は国内
や台湾や中国に何か月も間放浪の旅に出たことが知
られており，それが渓仙の作風を育む大きな要素と
なったと言われている（塩川 １９９６；山本 ２００９な
ど）。しかし，この放浪の旅は，気楽な写生旅行な
谷口 薫
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どではなかった。山本は，渓仙と親しかった美術史
家の下店静市がこの時期の渓仙の旅について，自ら
心身に過酷な試練を試みた苦行の旅であったこと，
「信仰と芸術との統一，思想と生活との統一，即ち
あらゆる内的なものとあらゆる外的なものとの統
一」を求めたからこそ渓仙がそうした行動に駆り立
てられたことを述べたと紹介している（山本 ２００９）。
こうした宗教心・求道的精神が，両者をどのように
結びつけていったかを，彼ら自身のテクストやイン
タビューに基づきながら整理し，考察をさらに深め
ることが今後の研究の課題となろう。
クローデルはアメリカに転任して日本を離れた後，
二度と日本の地を訪れることはなかったが，晩年に
いたるまで日本を愛し，大戦後敗戦国となった日本
の行末を案じていた。彼は，間違いなく，日本・中
国を含む東アジアの文明をもっとも深く理解し共感
を寄せ，今日まで続く日仏文化交流の礎を築き，日
本への理解によって自身の創作を一段と豊かなもの
とした，偉大な大使であった。その詩人大使の日本
での経験と，それによって生まれた傑作『百扇帖』
に，奈良は欠くことのできない重要な役割を果たし
たのであった。
ポール・クローデルの外交官としての主な赴任歴：
１８９０年 外交官試験に首席合格。２２歳。
１８９３年 ニューヨーク副領事として赴任。
１８９５年 上海領事代理として中国に赴任。以後，北
京，天津など十四年中国に駐在。
１９０９年 ハンガリー・オーストリア駐在。
１９１１年 ドイツ駐在。フランクフルト・ハンブルグ
総領事。
１９１７年 ブラジル駐在。
１９１９年 デンマーク駐在。全権大使。
１９２１年 １１月～１９２７年２月まで 駐日大使となり日
本に滞在。５３歳。在任中に関東大震災を経
験。
１９２７年 駐米大使として赴任。５９歳。
１９３３年 駐ベルギー大使。６５歳。
１９３５年 外交官生活から引退。６７歳。イゼール県，
ブランク城館にて執筆活動。
１９５５年 ２月２３日没。パリ，ノートルダム寺院で国
葬。
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註１ この研究ノートは，平成２７年度四国大学オープン
カレッジ秋季公開講座「奈良を旅する」の中で行っ
た「ポール・クローデル―詩人駐日大使の足跡から
見る奈良―」と題する講義にて取り上げた内容およ
び講義のために収集した資料等を出発点として作成
したものである。講義は，平成２７年１０月１７日（土），
古川キャンパス N館２０９教室にて行われ，３８名の受
講者に熱心に聴講していただき，とても知的に活
発な雰囲気の中で進めることが出来た。当日フロア
から熱心に質問して下さったり，好意的な感想を
寄せて下さったりした方々にこの場を借りてお礼申
し上げます。
２ 芳賀徹（芳賀 ２００２：３３），ミッシェル・ワッセル
マン（Wasserman ２００５）など，多くの論者がそ
う述べている。
３ クローデル自身の言葉を引くと，例えば，１９２２年
夏に日本の学生に向けて行った「日本の心を訪れる
目」という講演の中で，浮世絵が高尚な芸術では
なく大衆芸術に過ぎないことはいまや理解している
が，「…私自身は，昔から個人的に熱狂的な関心を
持ち続けてきたのですが，浮世絵は，その日々の
光景の激しく，華麗で，劇的で，色彩や機知や見
せ場に富み，無限に多様で，生き生きとした生命
を吹き込まれた表現です」と語っている（Claudel
１９２９）。
４ 東京大学総合博物館デジタル・ミュージアム『雉橋
集』紹介より
５ 翻訳としては，山内義雄による七六首の訳詩集『百
扇帖』が私家版として１９７４年に出版されている。講
義の中では，ほるぷ出版の『クローデル詩集』（１９８３
年）に再録されたものを一部コピーして用いた。
６ 山内義雄，解説「百扇帖」，『百扇帖』所載
７ 「…これはフランスの詩の歴史上本当に革命的なこ
とでした。あの饒舌な雄弁なフランス詩の世界の中
に，このわずか１行，２行の詩が生まれ，しかも
宇宙をとらえている」（芳賀 ２０１０）
８ 山本は，例えば「何者にもとらわれることなく，
飄々として例えば空行く風の如く自由」という１９２９
年の下店静市の言葉などを紹介しながら，渓仙が
生前から現在まで一貫して独創的な特異な作家とし
て評価されていることを指摘している（山本 ２００９）。
９ １９２３年４月１１日（大出・篠永・根岸編『日本におけ
るポール・クローデル：クローデルの滞日年譜』）。
芳賀は，この時の経験が，『百扇帖』に収められた
第一五〇首「土の椀からいま秘湯口に啜る草木の
精」という詩になったと解説している（芳賀 ２００２：
９６‐９８）。
１０ クローデルの長谷寺訪問については，総本山長谷
寺教務部主事大河内海光氏より，大正１５年５月６
日の日誌に「佛国大使クローデル，嬢レイヌ様と
他に付き添い二人，当山へ来山 内陣方丈拝観後
退山」と記載のある旨，ご教示いただいた。問い
合わせに対して丁寧なご回答をいただいたことに，
この場を借りてお礼申し上げます。
１１ １９２６年５月７日付 L．オルソン宛書簡。大出・篠
永・根岸編『日本におけるポール・クローデル：ク
ローデルの滞日年譜』
１２ 塩川・山本によれば，例えば，渓仙の中期の代表
作の一つとされる「紙漉き」（１９２８）は，まさにク
ローデルとの出会いの結晶とでも言えるもので，
伝統的な画題やテーマではなく，日本の風土の中
のありふれた習俗を描きながら，水のせせらぎの
音や清々しさ，紙漉きの乙女たちの笑い声や動き
などが，室町時代に場面を移すという渓仙らしい
想像のデフォルメをほどこして，生き生きと描か
れた作品だという（塩川 １９９６；山本 ２００９）。
１３ この時のことについて語った渓仙の言葉が，『京都
国立近代美術館 ポール・クローデルと京都画壇
解説パンフレット』に「クローデル大使の平等観」
として再録されている。
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